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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細日程は別添１参照） 

自 平成３０年２月１３日（火） 

至 平成３０年３月２日（金） 

（２）保安検査実施者 

浜岡原子力規制事務所 

中村 節生 

岳川 清美 

松本 直樹 

吉田 恵 

矢野 雅之 

北村 博史 

中嶋 聰明 

原子力規制部 実用炉監視部門 

 米倉 英晃  

 

２．浜岡原子力発電所の設備及び運転概要 

号炉 

／号機 

出力 運転開始年月 前四半期から現在までの運転状況 

１号炉 １５９３ＭＷｔ 運転開始： 

昭和５１年３月

１７日 

 

運転終了： 

平成２１年１月

３０日 

廃止措置中 

（第一段階） 

平成２１年１１月１８日～ 

平成２８年２月３日 

使用済燃料搬出完了 

平成２５年１月２３日 

（第二段階） 

平成２８年２月３日～ 

２号炉 ２４３６ＭＷｔ 運転開始： 

昭和５３年１１

月２９日 

 

運転終了： 

平成２１年１月

３０日 

廃止措置中 

（第一段階） 

平成２１年１１月１８日～ 

平成２８年２月３日 

使用済燃料搬出完了 

平成２６年２月２６日 

（第二段階） 

平成２８年２月３日～ 
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３号機 １１０．０万ｋＷ 昭和６２年８月 

運転期間 

（―） 

停止期間 

（平成２２年１１月２９日～） 

施設定期検査期間 

（平成２２年１１月２９日～） 

４号機 １１３．７万ｋＷ 平成５年９月 

運転期間 

（―） 

停止期間 

（平成２３年５月１３日～） 

施設定期検査期間 

（平成２４年１月２５日～） 

５号機 １３８．０万ｋＷ 平成１７年１月 

運転期間 

（―） 

停止期間 

（平成２３年５月１４日～） 

施設定期検査期間 

（平成２４年３月２２日～） 
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３．保安検査内容 

今回の保安検査では、下記に示す検査項目について、立入り、物件検査及び関係者へ

の質問により、保安規定の遵守状況を確認するとともに、日々実施している運転管理状況の

聴取、記録確認、発電用原子炉施設の巡視等についても保安検査として実施した。 

 

（１）基本検査項目（下線は保安検査実施方針に基づく検査項目） 

（１）－１ 浜岡原子力発電所共通事項 

①不適合管理、是正処置及び予防処置の実施状況 

②図面管理等の実施状況（抜き打ち検査） 

（１） －２ 浜岡原子力発電所１号炉及び２号炉（廃止措置中） 

① 廃止措置管理の実施状況 

（１） －３ 浜岡原子力発電所３号機、４号機及び５号機 

①特別な保全計画及び実施の状況（新規制基準を踏まえた検査） 

②４号機原子炉機器冷却水系(A)トレンチ室への雨水流入事象 

（２）追加検査項目 

①浜岡原子力発電所３～５号機中央制御室床下等におけるケーブルの不適切な敷

設に係る改善措置等の実施状況  

②浜岡原子力発電所４号機における非常用ガス処理系の運転上の制限に対する保

安規定違反についての是正処置等の実施状況 

 

４．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては浜岡原子力発電所共通事項として「不適合管理、是正

処置及び予防処置の実施状況」及び「図面管理等の実施状況」を、浜岡原子力発電

所１号炉及び２号炉（廃止措置中）として「廃止措置管理の実施状況」を、浜岡原子力

発電所３号機、４号機及び５号機として「特別な保全計画及び実施の状況（新規制基

準を踏まえた検査）」及び「４号機原子炉機器冷却水系(A)トレンチ室への雨水流入事象」

を基本検査項目として選定し「浜岡原子力発電所３～５号機中央制御室床下等にお

けるケーブルの不適切な敷設に係る改善措置等の実施状況」及び「浜岡原子力発電所

４号機における非常用ガス処理系の運転上の制限に対する保安規定違反についての是

正処置等の実施状況」を追加検査項目として選定し検査を実施した。 

 

基本検査の結果、「不適合管理、是正処置及び予防処置の実施状況」については、

不適合の採否・不適合クラスの判定等を CAP 会合で審議・決定し要求事項や判断基準

を組織内で共有していること、不適合事象に係る原因分析や対策に基づき、是正処置・

予防処置の実施及び是正処置・予防処置の有効性を評価していること、他の施設におい

て発生したトラブル等の不適合情報を活用し予防処置活動を行っていること、第２四半期
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と第４四半期にデータ分析を行い不適合管理プロセスの改善の必要性等の評価を行い不

適合等の保安活動の取組に反映していること、これらによりＱＭＳプロセスが維持、運用さ

れていることを「平成２８年度第４四半期データ分析シート（不適合管理）」「平成２９年度

発電所品質目標」等により確認した。 

 

「図面管理等の実施状況」（抜き打ち検査）については、平成２９年度に発生した図面

と実際の現場施工とで不整合があることが確認された「廃棄物減容処理装置建屋（第 1

建屋）2 階における放射性物質を含む堆積物の確認に伴う立入制限区域の設定」（以

下「NRW-１の法令報告」という。）の事象を事例として、保管図面の内容と保管状況、図

面の不整合発生時の図面の管理状況及び竣工以降での図面の改訂履歴と改造内容

等を検査したところ、不整合は設備の建設時に発生したものであり竣工以降では当該箇

所の改造工事は行っていないこと、当時の図面管理や図面不整合の原因は調査中であ

ること等を関係図書と記録等により確認した。 

また、図面不整合の原因等は現在調査中であるが、現場と図面の相違に起因する不

適合が複数発生したことから、それらを事例とし「現場確認の徹底について（所長指示）」

の即日適用の指示文書を発出し対応していることを文書により確認した。  

 

「廃止措置管理の実施状況」については、廃止措置に関する指針及び手引の廃止措

置工事の進捗に伴う改正について「指針類取扱手引」に従って、適切に実施されていること

を「浜岡原子力発電所手引改正決裁書」等により確認した。また、廃止措置工事の進捗

により新たに発生する業務について関連部門横断の検討会を設けて関連指針・手引類の

改正の準備を進めていることを、検討会の議事メモ等で確認した。「保守管理の実施状

況」については、老朽化した補助ボイラーの代替品として平成２９年３月に導入した電気ボ

イラーについて、関連指針・手引類に従って、点検の計画が策定されていること及び点検が

計画通りに実施されていることを「点検計画管理表」「保全の有効性評価記録」等により

確認した。 

 

「特別な保全計画及び実施の状況（新規制基準を踏まえた検査）」については、「保守

管理指針」等に基づき、保全計画及び点検計画に、保全を実施する機器、点検の具体

的な方法、点検の項目、評価方法、管理基準、点検の実施時期等についての各項目を

定めており、保全の実施頻度については、保全検討会において、サイクル管理から歴月管

理に変更し、３号機は２４か月、４号機及び５号機は１８か月として点検計画を策定してい

ることを点検計画により、実施時期については点検計画管理表により確認した。保全の有

効性評価については、「保全の有効性評価実施手引（運転）」に定められた自主的な評

価期間１８か月を定期的な評価期間として実施しており、構築物や機器の点検実績、次

回以降の点検時期等を取りまとめた中長期的な点検計画としての「点検計画管理表」を

適宜改正し、トラブル等の運転経験や、保全データの推移、経年劣化の長期的な傾向監
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視情報、不適合情報等を反映し、点検期間の延長、点検項目の追加等により維持管理

していることを保全の有効性評価記録（保全計画）等により確認した。 

実施の状況については、３号機、４号機及び５号機は第４回維持点検を実施中であり、

点検計画管理表に基づく維持点検の実施状況を、抜き取りにより４件を抽出し、工事仕

様書、工事要領書、保全作業報告書、確認・評価書を確認し、事業者が設備の機能が

発揮しうる状態であると評価していることを確認した。 

 

「４号機原子炉機器冷却水系(A)トレンチ室への雨水流入事象」については、中部電力

は、『「北陸電力株式会社志賀原子力発電所２号炉の原子炉建屋内に雨水が流入した

事象に係る対応について（追加指示）」に基づく報告』により、雨水流入に対する予防処置

を計画し実施するとしていたが、４号機原子炉機器冷却水系（以下「ＲＣＣＷ」という。）ト

レンチ室へ雨水が流入する事象が発生し、当該事象を受けた平成２９年度第３回保安検

査において予防処置の計画及び実施について保安規定違反(監視)事項が確認された。そ

のため、中部電力が行う当該事象の根本原因分析（以下「ＲＣＡ」という。）及びＲＣＡに基

づく是正処置等の実施状況を確認した。 

検査の結果、品質保証検討会が開催され、事象発生原因の抽出等について審議さ

れ、了承されたことを「浜岡原子力発電所４号機ＲＣＣＷ（Ａ）トレンチ室への雨水流入事

象について」（以下「検討会審議資料」という。）で確認した。 

また、貫通部の再調査の結果、新たに３６か所の貫通部の抽出漏れが見つかったが、止

水措置対象貫通部の全てについて平成３０年２月２２日現在、止水措置が完了している

ことも検討会審議資料で確認した。 

今後、中部電力が実施する RCA 及び対策の検討状況を保安検査等で継続して確認

していく。 

 

追加検査として実施した「浜岡原子力発電所３～５号機中央制御室床下等における

ケーブルの不適切な敷設（以下「不適切なケーブル敷設」という。）に係る改善措置等の実

施状況」については、保安規定違反（違反２）に判定された「不適切なケーブル敷設」につ

いて、分離板及びケーブルの復旧並びに再発防止対策が進行中であり、その実施状況を

確認した。「分離板及びケーブルの復旧状況」については、平成２８年１１月に着工した４

号機の中央制御室床下（以下「ＭＣＲ床下」という。）のケーブル復旧工事（対象は、新規

制基準対応設備のケーブル工事の影響を受ける６本のケーブル以外の不適切な敷設状

態にあった全ケーブル）において、直接原因を基に策定された現場作業に関する再発防止

対策が施され、平成２９年８月に完了していることを工事報告書、現場等にて確認した。

「再発防止対策の実施状況」については、前回検査（平成２８年度第４回）の時点で未完

了であった５項目の再発防止対策の実施状況について確認した。確認の結果「工事要領

書の施工前打合わせ等にてケーブル敷設の注意事項等を施工会社へ説明する旨の手引

への記載」及び「区分分離の考え方を含めた設計要求に関する教育の実施」については、
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完了していることを「工事要領書・報告書作成手引（運転）」「研修実施計画書・報告書」

等にて確認した。「安全系・常用系が一目で分かるＭＣＲ床下のピット表示」については、４

号機はケーブル修理工事に併せて実施して完了していることを工事報告書、現場等にて

確認した。３及び５号機については安全性向上対策工事と同調して実施していく予定とし

ている。「ＭＣＲ床下に係る設計仕様書へのケーブル敷設方法の記載」については、４号機

は完了していることを前回検査にて確認しているが、３及び５号機については来年度に対応

する予定としている。「分離板の素材の変更や固定方法のＭＣＲ床下に係る設計仕様書

への反映」については、設計評価検討会にて分離板の仕様が審議了承されていることを「４

号機内部火災防護対策に伴う中央制御室の影響軽減対策の一部見直しについて（第３

１３回設計評価検討会資料）」等にて確認した。分離板の仕様のＭＣＲ床下に係る設計

仕様書への反映については、来年度に対応する予定としている。 

以上のことから、再発防止対策が進行中であり、その実施状況や有効性評価状況を今

後の保安検査にて確認していく。 

 

「浜岡原子力発電所 4 号機における非常用ガス処理系の運転上の制限に対する保安

規定違反についての是正処置等の実施状況」については、直接原因分析に基づいて検討

されていた追加対策としての「現場における境界弁の状態確認」については、昨年１２月に

手引改正がなされ、現場確認の責任部署である発電部の全員に周知されていることを周

知メールの写しで確認した。 

根本原因分析（以下「ＲＣＡ」という。）の結果、「Ⅰ．業務環境の変化に応じた業務の

管理が不足していた。」「Ⅱ．アイソレ管理全般において組織間の「役割と責任」及び「遵守

すべき事項」などに係る業務の管理が不足していた。」「Ⅲ．CAP 会合において、通常と異

なる状態を早期に見出し対処するなど異常への進展を防ぐことに係る業務の管理が不足

していた。」の３点を根本原因として抽出、それぞれに対して、是正措置の方針と実施担当

部署及び実施責任者を決め、２月末までに是正処置実施計画を作成済みであることを確

認した。ただし、是正処置実施計画書は今後のスケジュールのみで、具体的な是正処置

の策定及び実施はこれからであることから是正処置策定状況及び実施状況を引き続き保

安検査等で確認していく。 

 

保安検査実施期間中の日々の廃止措置及び運転管理状況については、原子炉設

置者からの施設の運転管理状況の聴取、運転記録の確認、施設の巡視等を行った結

果、保安規定違反となる事項は認められなかった。 

 

以上のことから、今回の保安検査を総括すると選定した検査項目に係る保安活動は良

好なものであったと判断する。 

 

（２）検査結果（下線は保安検査実施方針に基づく検査項目） 
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１）基本検査結果 

１）－１浜岡原子力発電所共通事項 

①不適合管理、是正処置及び予防処置の実施状況 

不適合事象に係る原因分析や対策に基づく是正処置・予防処置等の QMS プロセス

が維持・運用され、不適合の採否・不適合クラスの判定等における要求事項や判断基

準の組織内での共有化が図られていること、類似事象の発生を繰り返さないように、他

の施設において発生したトラブル等の不適合情報や安全対策上の教訓となる運転経験

その他の安全性向上に資する外部の知見を活用する予防処置活動が健全に機能して

いることを確認することとし、検査を実施した。なお、「４号機における非常用ガス処理系

の運転上の制限に対する保安規定違反について」の不適合で根本原因分析の実施及

び「４号機原子炉機器冷却水系(A)トレンチ室への雨水流入事象」の不適合で他施設

の不適合の水平展開の不備については、他の検査項目で検査を実施するため検査対

象から除外して実施した。 

検査の結果、不適合等の管理プロセスは「不適合管理指針」「自プラント不適合等

処置手引」等の社内指針・手引類に文書化され、不適合事象に係る原因分析や対策

に基づき是正処置・予防処置が実施されていることを「2 号機発電機補機エリア解体撤

去工事における IA 配管の誤切断」他９件の平成２９年度の実施事例で不適合処理報

告書、是正処置報告書等により確認した。 

不適合の採否・不適合クラスの判定等は「自プラント不適合等処置手引」に基づき

発電所部長クラスによるＣｏｒｒｅｃｔｉｖｅ Ａｃｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ（以下「ＣＡＰ」という。）会合

で審議・決定し社内イントラネット等により各所員にフィードバックされ要求事項や判断基

準の組織内での共有化が図られていること、担当部署からの起案した不適合クラスの変

更や処置の指示等が行われＣＡＰ会合が有効に機能していることを CAP シート等により

確認した。 

他の施設において発生したトラブル等の不適合情報や安全対策上の教訓となる運転

経験その他の安全性向上に資する外部の知見を活用する予防処置活動については、

「他施設不適合情報管理手引」に基づき他施設不適合情報の自プラントへの影響評

価及び水平展開の要否が評価・検討され、予防処置が図られていることを、スクリーニン

グ検討会報告書及び保全検討会の議事録により確認し、さらに、「事故故障等に係る

予防処置実施状況の報告について（指示）（ＮＩＳＡ－１３ ４ａ－１０－５）」に基づき統

括原子力保安検査官に報告する予防処置実施状況報告書の内容について「事故・

故障の水平展開の実施状況報告（スクリーニング検討結果報告）」の保安運営審議会

審議資料等により確認した。 

データの分析は、「業務計画策定・評価指針」「プロセスの監視および測定手引」等に

定め第２四半期及び第４四半期にデータ分析を行っていること、平成２８年度の第４四

半期のデータ分析の結果ヒューマンエラーで３H（初めて、変更、久しぶり）やﾙールの理解

不足によるエラーが多く発生していることから平成２９年度はこれらの発生を抑えるため品
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質目標を設定し実施していること、データ分析では根本原因分析は必要ないとの評価

結果であったことや根本原因分析は必要がないが不適合発生の未然防止対策も必要

がない評価結果であったこと、ヒューマンエラーを除き不適合管理プロセスは有効に機能

し改善の必要性はないとデータ分析に基づいて評価していること等を、関係規程類、平

成２８年度第４四半期データ分析シート等により確認した。 

これらの保安活動によりＱＭＳプロセスが維持、運用されていることを「平成２８年度第

４四半期データ分析シート（不適合管理）」「平成２９年度発電所品質目標」等により

確認した。 

なお、検査の過程で他施設の不適合の水平展開を審議する会議体やデータ分析の

活動の一部について下部規程の内容が周知されていないこと、自プラントの不適合の是

正処置における類似事象の発生状況の評価において類似事象の内容が不明確なため

類似事象の発生の抽出が有効に機能していない懸念があることを指摘し今後の保安検

査等で確認することとした。 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断し

た。 

 

②図面管理等の実施状況（抜き打ち） 

平成２９年度に発生した「４号機原子炉機器冷却水系(A)トレンチ室への雨水流入

事象」及び「NRW-１の法令報告」において、調査に使用していた図面と実際の施工とで

不整合があることが確認されており、「NRW-１の法令報告」の事象を事例として、図面の

管理等の実施状況について抜き打ち検査を実施した。 

廃棄物減容処理装置建屋（第 1 建屋）（以下「NRW-１建屋」という。）の建屋内排

水系配管の施工に当たって作成され現状保管されている図書は、設計仕様書・ライザ

ー線図（配管計装線図）（以下「P&ID」という。）・建屋内排水系配管図の３つの図書で

あること、P&ID は CAD 化され電子媒体として P&ID・単結図面管理システムに登録保

管されていること及び図面管理手引に基づき修正・保管されていること、設計仕様書及

び建屋内排水系配管図は文書管理室に原図（紙）で保管され設計管理手引に基づき

管理されていることを、関係規定類、文書管理室等の現場により確認した。 

図面の不整合、現場施工の経過及び図面不整合発生時の図面管理について、

「NRW-１の法令報告」の調査に使用した図面は P&ID と建屋内排水配管図で双方の

図面は一致していたが現場施工状態と異なっていたこと、当該建屋内排水管は昭和５

６年の竣工以降の工事で改造しているかについては判明していないこと、品質記録では

ないが建設当時の耐圧試験時の関係書類中に現場施工状態に合致している編集さ

れたＰ＆ＩＤが確認されたこと、NRW-１建屋の建屋内排水系配管の施工時に適用して

いた図面の設計管理及び工事管理は調査中で明らかではないこと、今後の調査方針

等をトラブル検討会で審議し調査を継続していることを、関係図面、トラブル検討会資

料等により確認した。 
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不整合のあった図面の改訂履歴と改訂の管理について、当該不整合のあった P&ID

は昭和５６年の竣工以降では平成７年９月を始めとして計４回の改訂が行われているが

現場との不整合の確認されている箇所については竣工からの変更はないこと、Ｐ＆ＩＤの

修正に当たっては図面管理手引に基づき図面変更修正依頼書を作成し図面を修正し

ていること、当該不整合が確認された建屋内排水系配管図は竣工から改訂がされてい

ないことを、改訂時の図面、図面変更修正依頼書、最新図面等により確認した。 

また、現場と図面の相違に起因する不適合が複数発生したことから、それらを事例とし

て、指示文書の「現場確認の徹底について（所長指示）」を平成３０年２月８日に発出

し、即日適用の上で対応していること及び長期的には設計要件・施設構成情報・物理

構成の３つが常に整合が取れている状態を維持することを保証するために「構成管理プ

ロセス」を平成３２年４月に導入することを目指し、課題を明確にして取り組んでいること

を当該文書により確認した。 

以上のことから、今回の検査の範囲において保安規定の遵守状況は良好であると判

断するが「４号機原子炉機器冷却水系(A)トレンチ室への雨水流入事象」及び「NRW-

１の法令報告」の図面と実際の施工とで不整合の原因については継続調査中であり各

個別件名として今後の保安検査等で確認して行く。 

 

１）－２ 浜岡原子力発電所１号炉及び２号炉（廃止措置中） 

①廃止措置管理の実施状況 

平成２８年２月に廃止措置計画変更が認可されたことにより、平成２８年度より、管

理区域外での解体撤去及び汚染状況の調査の他、管理区域内での解体撤去作業が

本格的に始まった。このような中で、施設の老朽化を踏まえた維持管理すべき機器の保

守管理を行いつつ、廃止措置作業が適切に実施されていることを確認することとし、検

査を実施した。 

検査の結果、「保守管理の実施状況」については、老朽化した補助ボイラーの代替

品として平成２９年３月に導入した電気ボイラーについて、「点検計画策定・データ管理

に関する手引（廃止措置）」等の関連指針・手引類に従って、点検の計画が策定されて

いること及び点検が計画通りに実施されていることを「保全の有効性評価記録」「点検計

画管理表」等により確認した。 

「廃止措置の関連指針・手引類の改正状況」については、１・２号機の放射性気体

廃棄物の放出経路の排気筒から 1 号炉排気口及び 2 号炉排気口への切替等の廃止

措置の進捗に伴い「指針類取扱手引」に従い、関連指針・手引類の制定・改正が適

切に実施されていることを「浜岡原子力発電所手引改正決裁書」「浜岡原子力発電所

廃止措置手順書改正決裁書」等により確認した。また、廃止措置工事の進捗により新

たに発生する業務について、関連部門横断の検討会を設けて関連指針・手引類の改

正の準備を進めていることを「１、２号機解体クリアンス許可申請に伴う保安規定等改正

作業について（議事メモ）」等で確認した。 
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「廃止措置工事の進捗管理」については「廃止措置進捗管理手引（廃止措置）」に

従い「廃止措置進捗管理工程表」を作成していること、平成２８年度に実施するすべて

の廃止措置工事を抽出した「廃止措置工事等計画一覧表」を作成して原子力発電

所保安運営審議会の了承を得ていること、廃止措置確認会議を週１回開催して廃止

措置工事の実施状況や解体撤去物の保管エリアにおける現在の保管量を確認した上

で関係各部署との調整を図っていること及び３ヶ月に１回の頻度で廃止措置工事の実

施状況を確認し「廃止措置管理実施状況四半期報」を作成していることを「原子力発

電所保安運営審議会議事録」「廃止措置確認会議議事録」等により確認した。 

「廃止措置工事の実施状況」については「廃止措置工事計画書作成手引（廃止措

置）」に基づき廃止措置工事計画書が作成されていることを、平成２９年１０月に開始し

た「２号機Ｒ／Ｂ１ＦＬ（２Ｒ－１Ｂ－１０）解体撤去工事（その１）」の廃止措置工事計画

書にて確認した。また、同手引に基づき、同計画書に、供用終了を確認している結果、

廃止措置対象施設の保安のために必要な維持すべき機能等に影響を与えないことを

確認している結果、安全確保対策、解体撤去物の保管エリア等が、記載されていること

を確認した。さらに、同計画書の記載事項が工事要領書に反映されていることを確認し

た記録として同工事の「工事計画書作成完了通知兼業務反映報告書」が作成されて

いることを確認した。 

１号機及び２号機の管理区域内に設定された「解体撤去物一時保管（仮置き）エリ

ア（２号機タービン建屋１階）」及び「解体撤去物保管エリア（２号機原子炉建屋１階及

び２号機タービン建屋３階）」において、「解体撤去物管理手引（廃止措置）」に基づいて

柵により区画され、目につきやすい箇所に保管エリア及び「注意事項（立入禁止等）」が

掲示されることにより異物の混入の防止が図られていることを現場確認した。また、解体

撤去工事中の「解体撤去エリア（２号機タービン建屋２階発電機補機解体撤去エリア

及び１号機廃棄物処理建屋セメント固化処理設備の解体撤去エリア）」においても、ロ

ープ等で区画され、解体撤去エリア及び立入禁止が掲示されていることを現場確認した。 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断した。 

 

１） －３ 浜岡原子力発電所３号機、４号機及び５号機 

①特別な保全計画及び実施の状況（新規制基準を踏まえた検査）の実施状況 

長期間停止している発電用原子炉施設に対する保安活動を確認するために、特別

な保全計画に基づく保安活動について、施設の状態に応じた計画の策定（改訂を含

む。）及び実施並びに保全の有効性評価が適切に行われていることを確認することとし、

検査を実施した。 

検査の結果、特別な保全計画については「保守管理指針」及び「保全計画作成手

引（運転）」に基づき、保全を実施する機器、点検の具体的な方法、点検の項目、評

価方法、管理基準、点検の実施時期等についての各項目を保全計画及び点検計画

に定めていることを確認した。点検の方法については、プラント停止中の機能要求の有無
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により、プラント起動前までの健全性確認に係る点検計画、プラント起動前までの健全

性確認に係る保管計画が定められ、機器、系統ごとの保管対策、点検項目、保全方

式又は頻度等が定められていることを点検計画により確認した。保全の実施頻度につい

ては、保全検討会において、サイクル管理から歴月管理に変更し、３号機は２４か月、４

号機及び５号機は１８か月を保全の実施頻度として点検計画を策定していることを点検

計画により、実施時期については点検計画管理表により確認した。 

保全の有効性評価の実施時期については「保全の有効性評価実施手引（運転）」に

定められた自主的な評価期間として１８か月を定期的な評価期間として実施しており、

構築物や機器の点検実績、次回以降の点検時期等を取りまとめた中長期的な点検

計画としての「点検計画管理表」を適宜改正し、トラブル等の運転経験や、保全データ

の推移、経年劣化の長期的な傾向監視情報、不適合情報等を反映し、点検期間の

延長、点検項目の追加等により維持管理していることを保全の有効性評価記録（保全

計画）（評価期間：平成２７年１０月１日～平成２９年３月３１日）、点検計画及び点

検計画管理表により確認した。また、長期停止に伴う停止中機器の機能低下や発錆

等による劣化を防止するための保管対策については、特別な保全計画に基づき各課が

作成するリストを保管状況の変更に伴い見直しを行っていることを、「特別な保全計画に

おける保管対策リスト」により確認した。 

保全の実施状況については、３号機、４号機及び５号機においては第４回維持点検

を実施しているところであり、点検計画管理表から３号機の非常用ディーゼル発電装置

維持点検工事、４号機の汽機関係本体・補機設備維持点検工事（循環水ポンプ点

検及び非常用ガス処理装置点検）、５号機の原子炉関係計測設備維持点検工事

（制御装置点検）の４件を抽出し、「点検計画管理表」に基づき点検が実施されている

ことを、「工事仕様書」「工事要領書」「工事報告書」及び「確認・評価書」により確認

し、事業者が設備の機能が発揮しうる状態にあると評価していることを確認した。 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断し

た。 

 

② ４号機原子炉機器冷却水系(A)トレンチ室への雨水流入事象 

 「北陸電力株式会社志賀原子力発電所２号炉の原子炉建屋内に雨水が流入した

事象に係る対応について（追加指示）」（原子力規制委員会 ＮＲＡ－Ｃｂ－１７－００

１）を受け、事業者は『「北陸電力株式会社志賀原子力発電所２号炉の原子炉建屋

内に雨水が流入した事象に係る対応について（追加指示）」に基づく報告』（本浜岡発

第５２８号）により報告を行い、志賀原子力発電所において発生した不適合と類似の不

適合が浜岡原子力発電所において発生することを予防するための処置を計画し、実施

していた。しかしながら、平成２９年１０月２９日の台風の影響による降雨に伴い、マンホ

ールから４号機ＲＣＣＷトレンチ室に隣接したハンドホール内へ雨水が流入し、当該トレ

ンチ室内に設置した漏えい検知器が作動し警報が点灯する事象が発生した。この事象



12 
 

を受け、平成２９年度第３四半期保安検査（以下「第３回保安検査」という。）において

予防処置の取組状況を確認したところ、予防処置の一部項目の未実施や予防処置計

画の不備等の保安規定違反(監視)事項が確認された。そのため、当該事象についての

ＲＣＡ及びＲＣＡに基づく是正処置等の実施状況を確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、内部コミュニケーション手引に従って平成３０年２月１３日及び２３日に品

質保証検討会が開催され、検討会審議資料に基づいて、安全上重要な機器の機能

に対して影響を与えていないと評価し、事象発生原因の抽出、再発防止対策、貫通部

の再調査結果、当該再調査の妥当性確認等について審議され、審議内容が了承され

たことを確認した。また、発電所長がＲＣＡを行うことを決定し活動計画が承認されたこと

を「ＲＣＡ活動計画書」で確認した。 

品質保証検討会では、第３回保安検査において確認された保安活動上の問題点とし

て、現場調査が調査者ごとにバラツキのある観点で実施されていた問題（問題点①）、

現場調査において図面記載のない貫通部を発見しても処置をとらなかった問題（問題

点②）、関係部署に対して周知した実施依頼事項の実施状況にバラツキが生じた問題

（問題点③）、台風接近前等の巡視点検が適切に実施されなかった問題（問題点④）

の４つが挙げられ、これらについて分析した結果、組織上の問題が内在している可能性

があると考え、更なる深堀の必要性があると判断したことを確認した。また、これらの問題

点の内、問題点③と問題点④は発生原因に対するプロセスを強化することで対応可能

と考え、問題点①と問題点②は業務計画の策定・変更に関して組織的弱点があると判

断しＲＣＡの調査方針・課題としたことをＲＣＡ活動計画書で確認した。 

また、事業者は、止水措置対象貫通部の再調査を実施した。再調査については、新

たに要領書を作成した上で、止水要求のある床・壁等に設置されている全ての貫通部を

現場確認することにより抽出し、完成図書又は最新版であることを確かめた図面と照合

するという調査方法により実施したことを「浜岡原子力発電所３～５号機貫通孔再調査

要領書」で確認した。 

その結果、止水措置対象からの抽出漏れが既に分かっている８か所の他、新たに３号

機で２９か所、４号機で６か所、５号機で１か所の合計３６か所の貫通部が抽出漏れで

あったことを検討会審議資料で確認した。また、抽出漏れのあった貫通部のうち、６か所

は止水措置要求を満足していなかったこと、抽出漏れが確認された６か所の貫通部を含

め止水措置対象貫通部の全てについて平成３０年２月２２日現在、止水措置が完了し

ていることを検討会審議資料及び現場確認により確認した。 

なお、抽出漏れの３６か所の貫通部について抽出漏れの原因分析結果を確認したとこ

ろ、第３回保安検査で確認された保安活動上の問題点と異なる内容の問題点はないと

判断していることを検討会審議資料で確認した。 

以上のことから、今後も保安検査等で継続して当該事象についてのＲＣＡ及びＲＣＡに

基づく是正処置等の実施状況の確認をする。 
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２）追加検査項目 

① 浜岡原子力発電所３～５号機中央制御室床下等におけるケーブルの不適切な敷

設に係る改善措置等の実施状況 

保安規定違反（違反２）に判定された「不適切なケーブル敷設」について、分離板及び

ケーブルの復旧並びに再発防止対策が進行中であり、その実施状況や有効性評価状

況を継続して確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、「分離板及びケーブルの復旧状況」については、平成２８年１１月に着工

したＭＣＲ床下のケーブル復旧工事（対象は、新規制基準対応設備のケーブル工事の

影響を受ける６本のケーブル以外の不適切な敷設状態にあった全ケーブル）において、直

接原因を基に策定された現場作業に関する再発防止対策が施され、平成２９年８月に

完了していることを、「中央制御室床下ケーブル修理工事 工事報告書」、現場等にて

確認した。３号機のケーブル並びに３号機及び４号機のＭＣＲ床下の分離板の復旧につ

いては、安全性向上対策工事と同調して行う計画としている。５号機の不適合処理につ

いては、分離板の破損がなかったことから、ケーブル６本の引き直しによる原形復旧をもっ

て完了していることを前々回検査（平成２８年度第２回）にて確認している。 

「再発防止対策の実施状況」については、前回検査の時点で未完了であった５項目

の再発防止対策の実施状況について以下のとおりであることを確認した。 

・工事要領書の施工前打合わせ等にてケーブル敷設の注意事項等を施工会社へ説明

する旨の手引への記載：「工事要領書・報告書作成手引（運転）」に記載が追加され

て改正されていることを、同手引「浜岡原子力発電所手引改正決裁書」等にて確認し

た。 

・区分分離の考え方を含めた設計要求に関する教育の実施：「特別研修：新規制基準

の概要及び区分分離の考え方」として発電所技術系所員全員に対する研修が平成２

９年３月２３日に完了していることを「研修実施計画書・報告書」等にて確認した。また、

同教育が有効に機能していると評価していること、同教育を３年の周期で継続して実

施することを定めていることを「不適切なケーブル敷設事象における教育の有効性確認

結果について」「技術・保修関連教育実施手引」等にて確認した。 

・安全系・常用系が一目で分かるＭＣＲ床下のピット表示：４号機はケーブル修理工事

に併せて実施して完了していることを「中央制御室床下ケーブル修理工事 工事報告

書」、現場等にて確認した。３及び５号機については安全性向上対策工事と同調して

実施する。 

・ＭＣＲ床下に係る設計仕様書へのケーブル敷設方法の記載：４号機は完了しているこ

とを前回検査にて確認しているが、３及び５号機については来年度に対応する。 

・分離板の素材の変更や固定方法のＭＣＲ床下に係る設計仕様書への反映：設計評

価検討会にて分離板の仕様が審議了承されていることを「４号機内部火災防護対策

に伴う中央制御室の影響軽減対策の一部見直しについて（第３１３回設計評価検討
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会資料）」「第３１３回設計評価検討会議事録」等にて確認した。分離板の仕様のＭ

ＣＲ床下に係る設計仕様書への反映については、来年度に対応する予定としている。 

以上のことから、今後の再発防止対策の実施状況や有効性評価状況等を保安検

査にて継続して確認していく。 

 

② 浜岡原子力発電所 4 号機における非常用ガス処理系の運転上の制限に対する

保安規定違反についての是正処置等の実施状況 

「直接原因分析に基づく再発防止対策の実施状況」「根本原因分析の実施状況」

及び「安全機能に影響を及ぼす工事を未然に防止する仕組みに係る QMS の改善活

動の具体的実施内容並びに計画及び進捗状況」について再確認した。 

検査の結果、直接原因に基づく再発防止対策の実施については、追加対策として、

「現場における境界弁の状態確認」について、昨年１２月に手引改正がなされ、現場

確認の責任部署である発電部全員に周知されていることを「手引改正決裁書」「08-

03 運転管理運用手引（運転）」等の書類や担当者からの聴取により確認した。 

根本原因分析については、当初発電所が分析を行っていたが、分析の中立性を確

保する目的で、発電所長の依頼に基づき本店主導のチームに切替えて実施してきた。

根本原因分析の結果、「Ⅰ．業務環境の変化に応じた業務の管理が不足していた。」

「Ⅱ．アイソレ管理全般において組織間の「役割と責任」および「遵守すべき事項」など

に係る業務の管理が不足していた。」「Ⅲ．CAP 会合において、通常と異なる状態を早

期に見出し対処するなど異常への進展を防ぐことに係る業務の管理が不足していた。」

の３点を根本原因として、それぞれに対して、是正措置実施方針、実施期限、実施担

当部署及び実施責任者を決め、２月末まで実施計画書を策定済みであることを品質

保証検討会資料、是正処置実施計画書及び根本原因分析担当者等関係者からの

聴取により確認した。ただし、是正処置実施計画書は今後のスケジュールのみで、具

体的な是正処置の策定及び実施はこれからであることから是正処置策定状況及び実

施状況を引き続き保安検査等で確認していくこととする。細部を別添２に示す。「直接

原因分析に基づく再発防止対策の実施状況」及び「根本原因分析の実施状況」につ

いて前回検査に続いて再確認した。 

 

（３）違反事項 

 なし。 

 

５．特記事項 

なし。 
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 別添１(1/３) 

保安検査日程予定（１／3） 

月 日 
号 炉・ 

号 機 
２月１３日(火) ２月１４日(水 ) ２月１５日(木) ２月１６日(金) ２月１７日(土) ２月１８日(日) 

 

午前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，２，３ 

４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

●初回会議 

●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

 

●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

☆浜岡原子力発電所

４号機における非常

用ガス処理系の運

転上の制限に対する

保安規定違反につ

いての是正処置等の

実施状況  

 

●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

◎不適合管理、是正

処置及び予防処置

の実施状況 

 

●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

◎不適合管理、是正

処置及び予防処置

の実施状況 

 

 

 

 

午後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，２，３ 

４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●中央制御室の巡視 

 

☆浜岡原子力発電所

４号機における非常

用ガス処理系の運転

上の制限に対する保

安規定違反について

の是正処置等の実施

状況 

 

●中央制御室の巡視 

 

☆浜岡原子力発電所

４号機における非常

用ガス処理系の運転

上の制限に対する保

安規定違反について

の是正処置等の実

施状況 

 

●中央制御室の巡視 

 

◎不適合管理、是正

処置及び予防処置

の実施状況 

 

●中央制御室の巡視 

 

◎不適合管理、是正

処置及び予防処置

の実施状況況 

 

●原 子 炉 施 設 の巡 視

等  

 

 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議   

勤務 

時間外 

１，２，３ 

４，５ 

  ●中央制御室の巡視    

○：基本検査項目 ◎：保安検査実施方針に基づく検査項目 ◇：抜き打ち検査項目 ☆：追加検査項目 ●：会議/記録確認/巡視等 
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別添１(2/3) 

保安検査日程予定（２／3） 

月 日 
号 炉・ 

号 機 
２月１９日(月) ２月２０日(火) ２月２１日(水) ２月２２日(木) ２月２３日(金) ２月２４日(土) ２月２５日(日) 

 

午前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，２，３ 

４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

◎廃止措置管理の実

施状況 

 

●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

◎廃止措置管理の実

施状況 

 

●検査前会議  
●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 
◇図面管理等の実施

状況  

 
●検査前会議  
●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

○４号 機 原 子 炉 補 機

冷 却 水 系 (A)トレン

チ室 への雨 水 流 入

事 象  

 

●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

○４号 機 原 子 炉 補 機

冷 却 水 系 (A)トレン

チ室 への雨 水 流 入

事 象  

 

●中央制御室の巡視 

 

 

 

午後 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，２，３ 

４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●中央制御室の巡視 

 

◎廃止措置管理の実

施状況 

 

●中央制御室の巡視 

 

◎廃止措置管理の実

施状況 

 
●中央制御室の巡視  
 

◇図面管理等の実施

状況 

 

●原子炉施設の巡視 

 
●中央制御室の巡視  
 

○４号 機 原 子 炉 補 機

冷 却 水 系 (A)トレンチ

室 への雨 水 流 入 事

象  

 

 

●中央制御室の巡視 

 

○４号 機 原 子 炉 補 機

冷 却 水 系 (A)トレン

チ室 への雨 水 流 入

事 象  

 

 

 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議   

勤務 

時間外 

１，２，３ 

４，５ 

       

○：基本検査項目 ◎：保安検査実施方針に基づく検査項目 ◇：抜き打ち検査項目 ☆：追加検査項目 ●：会議/記録確認/巡視等 
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別添１(3/3) 

保安検査日程予定（３／３） 

 
 
 

 

○：基本検査項目 ◎：保安検査実施方針に基づく検査項目 ◇：抜き打ち検査項目 ☆：追加検査項目 ●：会議/記録確認/巡視等 

 

  

月 日 
号 炉・ 

号 機 
２月２６日(月) ２月２７日(火) ２月２８日(水) ３月１日(木) ３月２日(金) 

 

午前 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，２，３ 

４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

 
●検査前会議  
●運転管理状況の聴

取・記録確認  
 
◎特別な保全計画及

び実施の状況（新規

制基準を踏まえた検

査） 

 

 
●検査前会議 

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

◎特別な保全計画及

び実施の状況（新規

制基準を踏まえた検

査） 

 

 
●検査前会議  
●運転管理状況の聴

取・記録確認  
 
◎☆浜岡原子力発電

所３～５号機中央制

御室床下等における

ケーブルの不適切な

敷設に係る改善措置

等の実施状況  

 
●検査前会議  
●運転管理状況の聴

取・記録確認  
 
☆浜岡原子力発電所

４号機における非常

用ガス処理系の運転

上の制限に対する保

安規定違反について

の是正処置等の実施

状況  

 

●検 査 前 会 議  

●運転管理状況の聴

取・記録確認 

 

 

 

午後 

 

 

 

 

１，２，３ 

４，５ 

 

 
●中央制御室の巡視  
 
◎特別な保全計画及

び実施の状況（新規

制基準を踏まえた検

査） 

 

 

●中央制御室の巡視 

 

◎特別な保全計画及

び実施の状況（新規

制基準を踏まえた検

査） 

 

●原子炉施設の巡視 

 

 
●中央制御室の巡視  
 

◎☆浜岡原子力発電

所３～５号機中央制

御室床下等における

ケーブルの不適切な

敷設に係る改善措置

等の実施状況  

 
●中央制御室の巡視  
 

☆浜岡原子力発電所

４号機における非常

用ガス処理系の運転

上の制限に対する保

安規定違反について

の是正処置等の実施

状況 

 

 

●中央制御室の巡視 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●最終会議 

勤務 

時間外 

１，２，３ 

４，５ 
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（別添２－１）：１／３ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

不適切なケーブルの敷設に係る改善措置等の実施状況 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

中央制御室床

下等におけるケー

ブルの不適切な

敷設について 

 

平成２７年９月、東京電

力株式会社柏崎刈羽原子

力発電所６号機の中央制

御室床下において、不適切

に敷設されたケーブル及び分

離板の破損等が存在するこ

とが判明した。 

これを受け、浜岡原子力

発電所３～５号機において調

査を実施した結果、柏崎刈

羽原子力発電所と同様に不

適切なケーブル敷設等が判

明した。 

 本事象は、ケーブル敷設工

事に際し、設計上の要求事

項が適切に業務計画に反映

されていないため、調達活動

において要求事項を供給者

に確実に伝達し、調達製品

が要求事項を満足しているこ

とを確実にするためのプロセス

が適正に構築されていなかっ

たことが原因と考えられ、保安

規定第３条（品質保証計 

（１）直接原因に係る改善 

・中央制御室床下におけるケーブル敷

設を、設計管理プロセスで管理できる

ようルール化する。 

・ケーブル敷設の管理手法（区分分離

の要求の有無）の判断を適切に行うこ

とができるよう、その判断根拠を記録す

るようルール化する。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「設計管理指針」 

「設計管理手引」 

完了 

・中央制御室床下も含めたケーブル敷

設に係る要求事項について、設計仕

様書等を用いて整理した資料を作成

し、今 回の事 例も含めて、発電 所 技

術系社員に対して周知する。 

「『４号機中央制御室床下分離板の

設置不良等』に関する説明会」を平

成２８年３月に実施した。 

完了 

・工事要領書の施工前打合わせやケ

ーブル敷 設作 業 開始 前 において、前

述の資料を用いて、当社から施工会

社に説明を実施する。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「工事要領書・報告書作成手引（運

転）」） 

完了 
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（別添２－１）：２／３ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

不適切なケーブルの敷設に係る改善措置等の実施状況 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

 画）「７．２．１ 業務・原子力

施設に対する要求事項の明

確化」、「７．４．１ 調達プロ

セス」、「７．４．２ 調達要求

事 項 」及び「７．４．３ 調 達

製品の検証」の履行が十分

でないと判断した。 

・中央制御室床下でケーブルを敷設

する作業について、作業管理部署は、

施工前までにケーブル管理部署に敷

設ルート図を提出し、適切な敷設ルー

トであることの確認を受ける。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「既設設備との取合い工事における作

業管理手引（運転）」 

完了 

・作業管理部署は、施工会社に対し

て、確 認を受 けた敷 設ルートどおりに

敷設したことを記録又は立会により確

認することを調達要求し、実行する。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「設備・機器の品質管理手引」 

完了 

・中央 制御 室床下 に係 る設計 仕様

書にケーブル敷設方法を定める。 

以下のＱＭＳ文書を改正予定。 

「パッケージ形制御盤システム（ＰＣＰ

Ｓ）系統設計仕様書」 

検討・準備中 

（４号機は完了） 

・分 離 板 の破 損 等 が発 生 しにくいよ

う、分離板の素材の変更や固定方法

の変更を検討のうえ定める。 

以下のＱＭＳ文書を改正予定。 

「パッケージ形制御盤システム（ＰＣＰ

Ｓ）系統設計仕様書」 

検討・準備中 

・作 業 時 に作 業 者が誤 った区 分への

敷設を行わないよう、中央制御室床

下のピット表示に対して、安全系・常

用系が一目で分かる処置を行う。 

安全系・常用系が一目で分かるよう

に、必要箇所にピット表示を貼付予

定。 

実施中 

（４号機は完了） 
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（別添２－１）：３／３ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

不適切なケーブルの敷設に係る改善措置等の実施状況 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

  （２）ＲＣＡ結果に係る改善 

・ケーブル敷設に関する要求事項に対

する意識及び知識を向上させるため、

今回の事象について発電所技術系社

員に対し周知する。 

「『４号機中央制御室床下分離板の

設置不良等』に関する説明会」を平

成２８年３月に実施した。 

（（１）第３項目の記載と同様） 

完了 

・今回の事象の風化を防止するため、

原子炉設置者の技術伝承のためのツ

ールである「失敗に学ぶ回廊」、「技術

史」等に今回の事象を追加する。 

「失敗に学ぶ回廊」へ本事象の説明

パネルを展示した。 

「技術史」へ本事象を追加した。 

完了 

・ケーブル敷設時の注意事項を「ＪＩＴ

情報」に追加して作業時の注意喚起

を行う。 

「ＪＩＴ情報」に掲載した。 完了 

・新規制基準に関する要求事項の意

識及び知識が不十分になることがない

よう、発電所技術系社員に対し、新

規制基準により設置した新たな設備、

区分分離の考え方や既存設備も含め

た設計要求に関する教育プログラムを

作成し、継続的に教育を実施する。 

『「中央制御室床下分離板の設置不

良等について」の是正方針に基づく教

育方針』を作成し、同方針に基づく教

育テキストを作成して、発電所技術系

社員に対する教育を実施した。 

また、同教育を３年の周期で継続して

実施することを、「技術・保修関連教

育実施手引」に定めた。 

完了 
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（別添２－２）：１／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

不 適 切な SGTS

管理について 

 

保安規定第５１条については、

原子炉の状態が運転、起動、

高温停止及び炉心変更時又

は原 子炉 建 屋 原 子炉 室 内で

照射された燃料に係る作業時

において「事故」（原子炉冷却

材 喪失 又は燃 料 集合 体の落

下 ）が発 生 し、放 射 性 物 質 が

原子炉建屋内に放出された場

合においても、環境へ放出され

る放射性物質を低減するため、

ＳＧＴＳ系２系列が動作可能で

あることを運転上の制限と定め

ている。本事象の場合は、前提

であるＳＧＴＳ系統が適切な状

態でなかったことを踏まえ、当該

条 項 に係 る保 安 活 動 が実 質

行われていなかったと判断する。 

（１）直接原因に係る改善 

〔対策１〕作業内容の明確化 

「作業手続取扱手引（運転）」に以下を明記

し、周知・徹底するとともに、以下について担

当者は実施し、審査、承認者はそれを確認

する。 

・境界弁を系統から取り外す場合の措置とし

て、対象弁については弁取外「◯◯側閉止フ

ランジ取付中」など、操作禁止札で識別を行

う。 

・作業担当課は、作業票の作業内容欄につ

いては、目的や作業内容、対象機器等、内

容を具体的に記載する。 

・作業担当課は、追加の安全措置を作成す

る場合には、承認済みの安全措置を同一タ

スクに含めて作成する。 

・発電部は、作業担当課が検討し提出した

色塗り図面等を十分な記載内容であることを

確認して安全措置を決定する。 

・作業担当課は安全措置の実施・解除の連

絡票には対象機器・実施事項等を記載する

ことを追加する。 

・発電 部は安 全措 置の実施・解 除の連 絡

票の依頼内容が歩欄と管理上支障のないこ

とを確認する。 

・発電部の安全措置の検討にあたって「安全 

以下のＱＭＳ文書を改正。 

「作業手続取扱手引（運転）」 

 （運用開始済み） 

完了 
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（別添２－２）：２／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

  措置検討における基本事項」を参考に検

討することを明記する。 

  

〔対策２〕系統状態管理の仕組みの改善 

・重要な系統については、配管計装線図に

色塗りを行い、他系統との境界弁を明確に

し、状態を把握しやすくする。 

・作業管理システムのポップアップ機能を活

用して、作業票作成時、中央制御室での

安全措置の実施の連絡票受付時に、安

全措置の対象弁が境界弁であることの注

意喚起を表示させ、気づきを与える。 

以下のＱＭＳ文書を改正 

「図面管理手引」 

（運用開始済み） 

「工程作成・管理手引（運転）」 

（運用開始済み） 

・事業者イントラネット（浜岡 OA）の作業管

理システムにポップアップ機能を整備済み 

完了 

〔対策３〕図面修正実施時期の適正化及

び工程表への反映 

・工事の安全措置が解除されて系統および

機器の運用を開始するまでに必要な図面

配布することを要求事項とし、「図面管理

手引」に明記する。 

・設備の改造を行う工事の担当課は、保

安規定に関係する系統については配管計

装線図等、運転管理に必要な図面を改

正 する期 限 と作 業 件 名 を工 程 表 に記 載

し、定 検保 安 課においては、図 面の変 更

時期を工程表に反映して、図面改正につ

いての工程管理を実施することを「工程作

成・管理手引（運転）」に明記する。 

上記対策の他、技術系社員全員（約６６ 

以下のＱＭＳ文書を改正 

「図面管理手引」 

（運用開始済み） 

「工程作成・管理手引（運転）」 

（運用開始済み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記教育実施：H29.5.22～H29.5.31（計 

完了 
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（別添２－２）：３／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

  ０名）を対象として、本件に関する教育（事

象概要および直接原因と再発防止対策、

ケーススタディの実施、長期停止中において

特に重要な系統について）を実施する。 

10 回） 完了 

  〔追加対策〕現場における境界弁の状態

確認 

・プラント停止中に管理が必要な機器のア

イソレキャンセル時の状態確認の実施内容

に、SGTS ファン停止アイソレキャンセル時の

現場における境界弁の状態確認を「08-03

運転管理手引（運転）」に追加する。 

「08-03 運転管理手引（運転）」の改正 

  （平成 29 年 12 月 28 日改正） 

完了 

  （２）ＲＣＡ結果に係る改善（是正処置の方

針） 

Ⅰ．是正処置の実施責 任者は、原子力

本部の各々の組織 における活動（保守 、

運転等の各業務プロセス）について、業務プ

ロセスの計画に段階、監視および測定の段

階などにおいて、業務環境の変化に対する

業務への影響を捉え対処できるよう、プロセ

スの改善を図る。 

①計画の段階：業務計画策定部署の長が

上級管理 職との議論の上で、将来起こり

得る業務環境の変化の予想と対応方針を

明確にした上で業務計画（5 カ年計画、業

務執行計画）を策定する。 

➁監視および測定の段階：定期的な業務 

 

 

是正処置実施期日 H30 年 9 月 

（実施担当部 署：本店 原子力部 品質保

証グループ） 

スケジュール： 

（１）改善策の検討（期限 3 月） 

（２）指針類への反映（期限 4 月） 

（３）実施状況の確認（期限 9 月 

未完了 
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（別添２－２）：４／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

  執行計画の報告や QMS における監視測

定等データ分析において、業務環境の変

化情報を明確にし、その影響を分析し、

影響の可能性のある業務に対して必要な

対応を策定する。更にそれをマネジメントレ

ビューのインプットとすることで計画を見直

す。 

③その他：既存のヒューマンパフォーマンス

改善活動や安全文化醸成活動といった

組織横断的な活動を通してマネジメント

オブザベーション結果やヒューマンエラー等

の情報から発電所の弱みや改善事項を

重点に検討しているが、業務環境の変化

を視点に加えて分析し、必要な対策を策

定して業務執行計画へ反映する。更にそ

れをマネジメントレビューのインプットとするこ

とで計画を見直す。 

 

Ⅱ．是正処置の実施責任者は、アイソレ

管理に係るマネジメントに関し、プロセスお

よび実施状況の全体像について再確認

し、役割・責任および遵守すべき事項な

ど、不十分な点を明確にし、新たなバリア

を構築あるいは既存のバリアを強化するな

ど、アイソレ管理に係る保守管理プロセス

の改善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

是正処置実施期日 H30 年 6 月 

（実施部署：発電部定検保安課） 

是正処置の計画： 

スケジュール： 

（１）役割と責任の明確化および必要な役

務、情報洗い出し（期限 3 月） 

（２）改善案の検討および関係箇所との調整

（期限 5 月） 
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（別添２－２）：５／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況 

（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名 違反概要・違反条項 再発防止対策 改善措置状況 ステイタス 

   

 

Ⅲ．是正処置の実施責任者は、CAP 会

合について、通常と異なる状態を早期に

見いだし対処するなど異常への進展を防

ぐ管理が不足している項目を洗い出した

上で、CAP 会合において安全上重要な

問題に焦点を当てて有効な解決策の道

筋がつけられるよう、不適合管理および是

正処置プロセスの改善を図る。 

 また、CAP 会合について、発電所長が

表明している期待事項に沿った議論がで

きているか、発電所長がオブザベーションを

行い、実施状況を確認評価する。更に、

発電所長は、プラント停止中といえども安

全に対する意識を低下させることのないよ

う、CAP メンバーおよび所員全般を対象に

意識付けを行う。  

（３）指針類等の改正（期限 6 月） 

 

是正処置実施期日 H30 年 9 月 

（実施部署：安全品質保証部品質保証グ

ループ） 

スケジュール： 

（１）異常への進展を防ぐ管理が不足している

項目の洗い出しおよび具体的改善策の立案

（期限 3 月） 

（２）改善策実施状況の確認（期限 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 


